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聖学院だより 9・10月号

第二次聖学院教育会議第3回会同開催
法人本部

８月５日（火）・６日（水）の二日間にわたって
理事会合宿が行われ、初日の５日に第二次聖学院
教育会議第３回会同が開催された。理事、教職員、
PTA、後援会、同窓会など120名（内本部職員30名）
が参加して、「よみがえるミッション聖学院〜教育
指導の新しい取り組み〜」の主題のもと、各校の
取り組みについて活発な議論が交わされた。

菊地順大学人文学部チャプレンの司式で開会礼
拝がもたれた後、作田明大学客員教授による講演
「大量殺傷事件についての考察」、平山正実大学院
教授・カウンセリングセンター長による講演「『日
本社会の構造変化をどのように教育に活かすか』
−最近の事例を念頭に置きつつ検討する」が行わ
れた。講演を受けて各校からの発題者がキリスト
教学校として社会や家庭、子どもの変化にどのよ
うに対応しているのかについて、報告と問題提起
がなされた。

その後、園長・校長・学長・総務局長・小倉義明
聖学院長の総括があり、最後に「第二次聖学院教
育会議第３回会同宣言文」が出席者一同によって
採択された。高橋恵一郎女子聖学院チャプレンの司
式で閉会礼拝をささげ、午後４時過ぎに終了した。
（教育会議の詳細は、報告書（９／ 30発行）をご覧下さい。）

第二次聖学院教育会議第３回会同宣言文

聖学院教職員一同は、これまでの教育会議に
おいて聖約共同体として自らを形成しつつ、人
格・人権の重視、生命の尊重を基軸とした教育
を実践する決意をともにしてまいりました。人
格関係が崩壊し、異常な犯罪が続出しつつある
今日、私たち聖学院の関係者すべてが、第二次
聖学院教育会議第３回会同にて以下のことにお
いて一致し、宣言いたします。

教職員は自らを聖約共同体の一員として自覚
し、硬直化しがちな制度・システムを弾力的に
運用していくことで、学生・生徒・児童・園児
（以下「生徒たち」という）が、常に新たに自
己成長を達成できるよう、教育の実をあげるこ
とを目指します。

このため、私たちは、教職員のみならず保護
者も同窓生もともに自ら良き教育共同体と成っ
て、生徒たちのための人格的な交わりを形成し
ていくことに奉仕をいたします。この歩みの中
で、生徒たちが自ら良き生活習慣やコミュニケー
ションを身につけていくことを、私たちは期
待します。この課題を果たしていくことで、私
たち聖学院の関係者すべてが祈りと心を一つに
し、グローバルな市民社会の真の担い手として
献身していくことを誓約いたします。

2008年８月５日
第二次教育会議第３回会同出席者一同

夏期保育
聖学院みどり幼稚園

８月19日（火）から22日（金）の４日間、夏期
保育が行われた。「夏ならではの遊びを楽しむ」と
いうことで、全員が水着に着替えて遊ぶことにし
た。園庭には大きな組み立てプールが出て、水遊
びを存分に楽しむ子どもや、手や足、体中を使っ
て絵の具遊びを楽しむ子ども、砂だらけ泥んこだ
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